
「働きながら学びたい。」―社会人が学びやすい3つの特長

保健医療学専攻

言語聴覚分野

③キャンパス横断的指導
６都道府県に7つのキャンパス
を開設。教授陣はキャンパス横
断で学生指導するため、居住地
に関係なく、各自の研究テーマ
にあわせて指導を受けられます。

①カリキュラム
多くの授業を、平日夕方以降と
土曜日に開講。eラーニングシ
ステムを用いたVOD授業や、
夏期・冬期や日曜日のセミナー
も用意しています。

②ハイブリッド型指導
最近は、オンラインシステムを
活用した講義・演習が中心。本
学のインターネットに接続でき
る環境であれば、どこからでも
受講できます。対面も可能です。

修士課程は、短期大学・専門学校等を卒業された方も
出願できます。

修士課程では、“科学的論拠に基づいた臨床”を実践するには、最先端の知識技術を修得すると共に、 
“リサーチマインドをもって日々の臨床に取り組む”ことが重要です。修士課程ではこのような臨床が
可能となる知識技術と研究技能を基礎から修得し、高度専門職業人、臨床の指導者、教育者を育成し
ます。研究指導では科学研究の技能を基礎から身につけます。

博士課程では、言語聴覚障害の基礎と臨床に関する優れた研究を実践し、国際的視野に立って学問
と臨床の発展に貢献できる研究者、教育者、臨床の指導者を育成します。研究においては近接する学
問分野（医学、認知神経心理学、聴覚心理学、発達学、言語学、音声学・音響学、リハビリテーショ
ン科学など）との学際的研究ができる人材を育てます。博士論文研究では先端技術を利用した研究技
法とデータ解析、結果の解釈と理論化、論文作成の技法を修得し、オリジナリティーのある本格的な
研究を指導します。

■入試・学生生活に関するご相談
東京赤坂キャンパス入試事務室
TEL: 03-5574-3903
MAIL: daigakuin-nyushi@iuhw.ac.jp
URL: https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin

■言語聴覚分野の教育内容に関するご相談
成田キャンパス大学院 言語聴覚分野責任者
倉智雅子
TEL:0476-20-7701（内線2316）
E-mail: mkurachi@iuhw.ac.jp

言語聴覚分野（2023年度）

経験豊富な教授陣が指導します。

MEMO

深浦 順一 教授

医学博士。国立身体障害者リハビリテーショ
ンセンター付属学院言語聴覚学科修了。同病
院・言語聴覚士、同学院言語聴覚学科・講師
を経て、本学言語聴覚学科、大学院教授。日
本高次脳機能障害学会名誉会員、日本神経心
理学会名誉会員、日本音声言語医学会名誉会
員，日本言語聴覚士協会初代会長、「言語聴
覚研究」編集委員長等を歴任。

藤田 郁代 教授

国立聴力言語障害センター附属聴能言語専門職
員養成所卒業。佐賀大学医学部付属病院耳鼻咽
喉科で言語聴覚士として勤務。日本言語聴覚士
協会会長、日本音声言語医学会顧問 、日本
ニューロリハビリテーション学会理事、日本高
次脳機能障害学会、日本嚥下医学会評議員、日
本摂食嚥下リハビリテーション学会評議員、日
本脳卒中協会理事、日本リハビリテーション医
学会特任理事 。

全国に7つのキャンパスを展開

修士課程
2年間

言語・聴覚障害学領域

発声発語・嚥下障害学領域

博士課程
3年間

言語障害学領域

発声発語・嚥下障害学領域

聴覚障害学領域

取得できる学位：言語聴覚学

医療福祉の総合大学として、
保健・医療・福祉専門職の
キャリアアップを支援します

担当領域 教員 主な研究テーマ キャンパス

言語障害学領域

藤田郁代 教授 ・失語症・高次脳機能障害の基礎と臨床 東京赤坂

・小児の認知・言語に関する発達神経心理学的研究
阿部晶子 教授 ・視覚・視空間認知障害に関する基礎と臨床 大田原

・言語音認知の脳内メカニズム
畦上恭彦 教授 ・INREALアプローチ 大田原

・幼児期、学齢期の他職種連携
内田信也 教授 ・失語症・高次脳機能障害の基礎と臨床 成田

・言語障害と脳画像診断
菅野倫子 准教授 ・失語症者の統語機能の脳内メカニズム 成田

・認知症、進行性失語症のコミュニケーション障害
小森規代 准教授 ・神経変性疾患における高次脳機能障害 大田原

・失語症における言語治療の効果
岩崎淳也 准教授 ・言語発達障害に関する基礎と臨床

・自閉症スペクトラム障害児における社会的認知
成田

大内田博文 准教授 ・アルツハイマー型認知症の言語障害

・高齢者の認知機能低下について
大川

発声発語・摂食
嚥下障害学領域

深浦順一 教授 ・発声発語障害の基礎と臨床基礎と臨床 大川

・聴覚障害の基礎と臨床

倉智雅子 教授 ・摂食嚥下障害と訓練治療 成田

・音声障害と音声治療

為数哲司 教授 ・進行性疾患者の言語認知機能・発声発語・嚥下機能 福岡

・摂食・嚥下障害の基礎と臨床

前新直志 教授 ・流暢性障害児・者の基礎と臨床 大田原

・構音障害の基礎と臨床

石山寿子 准教授 ・重度摂食嚥下障害の臨床と支援 成田

・栄養摂取と認知症および摂食嚥下障害との関連

平田 文 准教授 ・嚥下反射誘発のメカニズム解明 大田原

・食塊特性や加齢変化が嚥下反射誘発に与える影響

石川幸伸 准教授 ・無喉頭音声の基礎と臨床 福岡

・失語症における言語性保続や語産生

聴覚障害学領域

城間将江 教授 ・人工内耳装用児・者による語音や音楽知覚 大田原

・聴覚障害児・者の臨床基礎と実践

小渕千絵 教授 ・聴覚情報処理障害（APD）児・者の評価と支援 成田

・聴覚障害児・者の評価、支援法

平島ユイ子 教授 ・難聴児の言語とコミュニケーション 大田原

・難聴児・者のコミュニケーション修正方略

富澤晃文 准教授 ・聴覚障害児・者の聴覚補償とリハビリテーション 大田原

MEMO

研究生制度も用意しています。

各地で
受講
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